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問題 14-1. (全微分可能)

関数 z = f(x, y)が (x, y) = (a, b)で全微分可能であることの定義を与えよ．また、

その定義に基づいて、f(x, y) =
x4 + y4

x2 + y2
が原点で全微分可能であることを示せ．た

だし、f(0, 0) = 0と定義しておく．

問題 14-2. (合成関数の微分法)

(1) 次の関数の合成関数 f(x(u, v), y(u, v))の uに関する偏微分、vに関する偏微分
を求めよ．f(x, y) = ex2y, x(u, v) = uv, y(u, v) = u2 + v2

(2) 関数 z = log(x2 + y2 − xy)の (x, y) = (1, 1)での接平面の方程式を求めよ．

問題 14-3. (極値問題)

次の関数の極値を取る点があれば求め、それが、極大か極小か判定せよ．また極値
の値を求めよ．

f(x, y) = x4 + 2y2 − 4xy

問題 14-4. (積分法)

次の重積分を求めよ．∫ ∫
D

y2√
1− x2 − y2

dxdy, D = {(x, y)|x2 + y2 ≤ 1}

問題 14-5. (

∫ ∞

0

e−x2

dxの値)

積分値 ∫ ∞

0

e−x2

dx =

√
π

2
· · · (∗)

を以下のようにして求める．下の ア～ケ に当てはまる数、もしくは文字式を答え

よ．ただし必要があれば、ガンマ関数の定義Γ(s) =

∫ ∞

0

e−xxs−1dxを用いても良い．

(∗)の左辺は s = ア と置換することによって、ガンマ関数
1

2
Γ(イ )に直すこ

とができる．このガンマ関数の値を求めればよいが、ベータ関数の公式を使うと、
Γ(イ )Γ(イ )

Γ(ウ )
= B(エ , エ )となる．ベータ関数の定義式 B(p, q) =

∫ 1

0

tp−1(1 −

t)q−1dtを用いて、B(エ , エ )を書きかえると、
∫ 1

0

1√
オ

dtなる積分になる．この

積分を t = sin カ xとして置換すると、
∫ π

2

0

キ dxとなる．これを計算することで、

B(エ , エ ) = ク となる．よって Γ(イ ) = ケ となり、(∗)の式が成り立つ．


